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応
援
大
使
シ
ャ
ワ
ー
ズ
を
派
遣

応
援
大
使
シ
ャ
ワ
ー
ズ
を
派
遣

水
循
環

政
策
本
部
全
国
の「
水
の
日
」関
連
行
事

水
循
環
企
業
登
録
・
認
証
制
度

自
社
の
枠
組
み
超
え
る
活
動
推
進

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
事
務
局
は
地
方
公
共
団
体

が
主
催
す
る
「
水
の
日
」
関

連
行
事
に
応
援
大
使
シ
ャ
ワ

ー
ズ
を
派
遣
す
る
。
８
月
１

日
の
「
水
の
日
」
の
認
知
度

を
高
め
る
と
と
も
に
、
広
く

国
民
に
健
全
な
水
循
環
の
重

要
性
を
浸
透
さ
せ
る
よ
う
全

国
各
地
の
水
関
連
行
事
を
盛

り
上
げ
る
。

人
気
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
ポ

ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
（
通
称

ポ
ケ
モ
ン
）
は
世
界
中
に
多

く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
。
こ
の

た
め
水
循
環
政
策
本
部
事
務

局
は
令
和
３
年
７
月
１９
日
、

き
れ
い
な
水
辺
に
生
息
し
、

細
胞
が
水
の
分
子
に
似
て
い

る
と
い
わ
れ
る
水
タ
イ
プ
の

シ
ャ
ワ
ー
ズ
を
「
水
の
日
」

応
援
大
使
に
任
命
し
た
。
シ

ャ
ワ
ー
ズ
は
多
彩
な
活
動
を

通
じ
て
「
水
の
日
」
や
「
水

の
週
間
」
（
８
月
１
日
〜
７

日
）
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し

て
い
る
。

今
年
度
の
シ
ャ
ワ
ー
ズ
派

遣
行
事
は
山
口
県
の
森
の
恵

み
と
佐
波
川
が
つ
な
ぐ
絆
づ

く
り
実
行
委
員
会
の
主
催
に

よ
る
７
月
１９
日
（
日
）
の

「
佐
波
川
流
域
の
絆
・
森
と

水
と
人
づ
く
り
フ
ェ
ア
」

（
連
絡
先
・
防
府
市
上
下
水

道
局
総
務
課
０
８
３
５
�
２５

�
２
４
０
９
）
を

皮
切
り
に
８
月
５

日
（
水
）
に
愛
知

県
の
春
日
井
市
環

境
政
策
課
の
主
催

に
よ
る
「
子
ど
も

環
境
ア
カ
デ
ミ
ー

第
１
回
打
ち
水
で

気
温
を
下
げ
よ
う

！
〜
竹
で
水
で
っ

ぽ
う
を
作
ろ
う

〜
」
（
連
絡
先
・

春
日
井
市
環
境
政
策
課
０
５

６
８
�
８５
�
６
２
１
６
）
、

８
月
８
日
（
土
）
に
愛
媛
県

の
五
十
崎
凧
博
物
館
の
主
催

に
よ
る
「
打
ち
水
大
作
戦
２

０
２
６
ｉ
ｎ
五
十
崎
凧
博
物

館
」
（
連
絡
先
・
内
子
町
役

場
町
並
・
地
域
振
興
課
地
域

お
こ
し
協
力
隊
０
８
９
３
�

４４
�
２
１
１
８
）
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
全

国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
フ
ォ

ト
パ
ネ
ル
・
ス
タ
ン
プ
台
を

設
置
す
る
。

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
は
７
月
２
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
会
議
室
で
第

２
回
「
水
循
環
企
業
登
録
・
認
証
制
度
の
あ
り
方
検
討
会
」
（
座
長
・
辻
村
真
貴
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
教
授
）

を
開
催
し
た
。
水
循
環
関
連
企
業
の
最
上
位
の
位
置
づ
け
と
な
る
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
企
業
（
仮
称
）
の
選
出
基

準
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。
健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復
を
図
る
た
め
、
自
社
の
枠
組
み

を
超
え
る
効
果
的
・
持
続
的
な
活
動
を
推
進
し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
企
業
を
新
た
に
選
定
す
る
。

同
事
務
局
で
は
現
在
、
水

循
環
に
関
す
る
取
り
組
み
を

実
践
し
て
い
る
企
業
を
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
企
業
と
し
て
認

証
。
ま
た
水
循
環
へ
の
貢
献

を
目
標
と
し
て
掲
げ
る
企
業

を
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
企

業
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

さ
ら
に
今
後
は
水
循
環
Ａ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
企
業
の
う
ち
社
会

的
に
も
高
度
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
る
企
業
を
Ａ
Ｄ

Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
企
業
と
し
て

選
出
す
る
方
針
だ
。

当
日
は
同
事
務
局
の
宮
武

晃
司
事
務
局
長
が
冒
頭
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
水
循
環
企
業

登
録
・
認
証
制
度
は
令
和
６

年
に
創
設
さ
れ
た
。
登
録
・

認
証
企
業
で
は
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
例

が
散
見
さ
れ
、
地
域
に
お
け

る
水
循
環
施
策
を
推
進
す
る

重
要
な
担
い
手
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
登
録

・
認
証
制
度
を
さ
ら
に
高
い

ス
テ
ー
ジ
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
一
層

の
協
力
を
要
請
し
た
。

続
い
て
辻
村
座
長
が
「
登

録
・
認
証
制
度
は
年
々
発
展

し
て
い
る
。
企
業
が
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
か
ら
行
っ
て
き
た

水
循
環
に
関
す
る
取
り
組
み

を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

で
社
会
全
体
に
好
循
環
が
広

が
っ
て
い
く
と
思
う
。
今
後

は
国
際
認
証
へ
の
発
展
も
視

野
に
入
れ
、
多
角
的
な
観
点

か
ら
率
直
に
議
論
し
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

議
事
で
は
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
Ｄ
企
業
の
選
出
に
あ
た
っ

て
自
社
の
取
り
組
み
の
ス
ト

ー
リ
ー
性

・
持
続
可

能
性
や
地

域
か
ら
の

推
薦
、
企

業
間
の
連

携
な
ど
が

評
価
軸
と

し
て
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ

さ
れ
た
。

具
体
的
に

は
森
林
の

整
備
・
保

全
や
水
源

涵
養
の
支
援
、
地
下
水
の
幅

広
い
活
用
、
事
業
活
動
に
お

け
る
消
費
水
量
の
削
減
、
法

定
基
準
よ
り
厳
格
な
排
水
基

準
の
設
定
、
水
循
環
に
関
す

る
研
究
・
開
発
、
表
彰
制
度

の
導
入
な
ど
を
例
示
し
て
い

る
。会

社
事
業＝

営
利
目
的
と

し
て
行
う
水
循
環
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
現
行
の
登
録

・
認
証
制
度
で
対
象
外
と
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
健
全
な
水

循
環
に
貢
献
し
て
い
る
場
合

は
同
制
度
の
対
象
と
す
べ
き

か
否
か
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
企
業

に
つ
い
て
は
自
治
体
・
地
域

住
民
な
ど
と
の
連
携
実
績
や

健
全
な
水
循
環
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
定
量
的
に
証
明

で
き
る
こ
と
を
選
出
条
件
と

し
て
提
示
。
同
事
務
局
と
有

識
者
委
員
会
の
審
査
を
経
て

認
証
す
る
方
向
で
お
お
む
ね

了
承
し
た
。

同
検
討
会
で
は
今
年
度
中

に
選
出
基
準
な
ど
を
正
式
に

作
成
し
、
来
年
度
か
ら
新
た

な
登
録
・
認
証
制
度
を
開
始

す
る
。

リーダー選出へ基準リーダー選出へ基準

有識者検討会が活発に意見交換

宮武事務局長

辻村座長

昨年のイベントの模様
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